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をとりあげている。   
折目の祭りの日に（中略）新米で飯を炊いたのが悪いと謂って，夫に追出された女房が（中  
略）【嫁ぎ先を】去りかねて居ると斯う謂ってクラー（雀）が彼女を導いた。  
クル，クル   
クマネスダカラン（宴には住まわれぬ）  
ヤンパルヤマイ（山原山へ）  
タンヤチダラカイ（炭焼のクラへ）   
さうして【出戻りの女は】炭焼きの妻に為って，忽ち金持になった。（『柳田国男全集』第三  
※慶應義塾大学名誉教授  
ー1－   
巻，二000， 筑摩書房，369頁）  
これとよく似た話は隣接の中頭郡読谷村書名にもあった。   
（梗概）大晦日に妻が粟飯を炊いたのはけしからんと怒って亭主が離婚した。女房は里にも   
帰れず当てどもなく歩いていると，雀が呼びかけるように先を進んでいく。女はあとをつい   
て行くと薄汚れた炭焼き男が住む洞穴に辿りついた。まわりを見回わすと悉く金であった。  
（読谷村数育委員会・歴史民俗資料館『書名の民話 読谷村民詰資料集2』一九八○，自刊）  
雀が女を一気に至福へと導く同趣向のモチーフは同じ村の長浜にも，近くの具志川安慶名に  
も伝えられており，さらに那覇市山下にも同類の昔話がある。ただしそこでは誘導役の鳥の名  




































第2集』，一九八二）   
隣県の秋田県由利郡由利町山本にも類語が伝えられている。煩瑛になるのでこれも要旨のみ  
をあげる。   
女房を祭ると家は裕福になった。亭主は怠け，酒ばかり呑んでいたが，女房の方はよく働く   
ので評判だった。それを亭主が気に喰わず，ついに「牛一匹をやるから何処へなりとトット   
と出ていけ」と引導をわたした。女房は泣き泣き牛にまかせて山路を行くと，荒れはてた小   
屋の前で牛は動なくなった。女はそこに住む男の押掛け女房になり相変わらずよく働き，夫   
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同 県三戸郡五戸町  
宮城県多賀城市束田中  
新潟県栃尾市比礼  
同 県南蒲原部下田村（変形）  
（岩倉市郎『南蒲原郡昔話集』一九一三， 三省堂）  
同 県長岡市前島町 （水沢謙一『むかしあったてんがな一宮内昔話集』一九五六，長岡  
史蹟保存会』）  
（変形）  
（文野白駒『加無波良夜澤』一九三二，三元社）   








461～469頁）   
ただしこの長岡市西蔵王の話は上掲の五泉市町屋の「青竹一本とアワー石」と瓜二つの内容  
である。したがって長岡西蔵王の馬は同じく役獣の牛から入れ替わったとみることができるか  




－4－   











































芥・辛風。劉錫誠『姓王爺的伝説』一九九五，花山文芸出版社，72～77頁）   
女が騎った牛馬が歩み続け，日が暮れて，たまたま立ち停まったところに住んでいた男と偶  
然にめおとになったというのはもちろん真相ではないだろう。この型の民間故事の多くは，我  



















集成 羅平県布依族巻』一九八九。ただし劉『仕王爺的伝説』一九九五，花山文芸出版社，  
105～110頁による）   
因みに易者云々の話は魔馬が末娘と掘っ立て小屋住いの柴刈りとを結びつける黒衣役を演じ  




















－7－   
採録者，成衛束。甘孜蔵族自治州文学芸術界聯合会『蔵族民間故事下集』一九九○，239～240  




むすめ   
南詔蒙閣避鳳，女有り。揮配（配偶者選び）ヲ成サント欲ス。女日ク「揮配ハ天婚二非ザル  
きかLゆまか  ナリ。我ハ牛ノ背二倒マニ坐り，牛ノ之ク所二任サント欲ス。貧富貴賎ハ間ワズ。牛ノ入リ   































である。   
これら一連の背面騎乗モチーフに関連して興味深いのは騎乗招親（走馬定婚などともいう）  
トン モチーフである。広西壮族自治区北部，環江県の毛難族（個僚語群）の間に伝わる民間故事  
「馬に乗って婿探し（騎馬招親）」。   
昔，毛難族に澤七宗という有力者がいた。彼に愛春という年頃の娘がいた。大勢の仲人が   
譜家にやって釆て愛春の縁談を申し込んだ。母親は娘の結婚は娘にまかせているからといっ   
てとり合わず，当の愛春はただ黙って笑っているだけだった。   
澤家に同じ渾姓の傍種という貧しい若者が雇われて働いていた。彼は打狗河の畔の萱葺き   
小屋に住み母親を養っていた。愛春はその若者にひそかに好意を抱き，年の暮には両親に内   
緒で食べ物や自分が織った布などを送り届けさせていた。   
ある年の正月，母親が愛春に「燕の児は大きくなると自分の巣をつくるのよ。女も年頃に   
なれば嫁入り先を探さなきゃ」と言いきかせた。愛春は「だけど仲々いい人がいないの」と   
応えると，母親が微笑しながら屋敷内にいる白い馬を指さして言った（以上梗概）「お前，馬   
に乗って婿殿を決める騎馬招親っていうことを知っているでしょう。馬に後ろ向きに騎って   
勝手に行かせ，停まったところの家に嫁入りするっていう訳よ」（以下再び梗概）傍種は愛春   
の母親が娘を馬に騎せて嫁ぎ先を決めさせることを知って内心喜んだ。彼は愛春の勝る白馬   
を日頃から飼いならしていて毎日牧草地への往復に自分の家の前で馬を停め，ひと休みする   
のが習慣にしていた。愛春がきっと自分のところの嫁にくるに違いないと思っていた。   
さて当日，傍種は親方の家の厩舎から白馬を曳き出した。愛春は馬の首を背にして【後ろ  
向きに】潜った。馬はヒヒンと斯き【ひとりで】歩き出した。愛春は「ヤッコラサ節（羅鴨歌）」  
を【即興で】口ずさんだ。   
r燕はどの家の梁に落ちつくかしら，  
馬はどこの家の前に停まるかしら，  



























「ここが私の【嫁ぎ先の】家よご どうかあなたの奥さんにしてください」と声をかけ，その男  
の押掛け女房になった。   
このあと男は毎日山仕事に出かけるが，美しい女房が気になりすぐ戻ってくる。その訳を悟  
った女が自分の似顔を描いた紙を夫に持たせて仕事に送り出す云々という絵姿女房澤へと展開  















子・曽士才・栗原悟訳『中国少数民族の婚姻と家族』上巻。一九九大，第一書房，261頁）   
西南中国や束南アジアには女性が彩毯を投げ，これを受けとった男，あるいは刺繍したハン  
カチを地りそれを拾った相手を伴侶に選ぶなど独特な婚俗が行われていたといわれているから，  
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風j一九八四年第三期，20～21頁）   
なお，この故事は末娘の天婚相手がかつてこの地方の農民一揆の指導者・楊四郎の世を忍ぶ  


















ー12－   
迎えて財産を継がせようと八方手を蓋したが叶わず，娘たちはオールドミスになるといって  























の住む荒屋に無理をいって泊めて貰い，その柴刈りの女房におさまった。   
「姓神故事（甲）」と題した前者は見てのとおり炭焼き長者初婚型，「址神故事（乙）」と名打  
った後者が同じく再婚型で，ともに女が夫に買物を頼んで渡した銀子が端緒になって夫婦がに  
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からはひとりで生きていくがよい」といって緑を切った。思いとどまるようにとの妻の嘆願  
にも頑として耳を措さなかったので，女は止むなく1頭の馬を貰い呉家を出ることにした。  







のち2人は白銀の山を手に入れて億万長者になった。（口述者・呉文祥。340～341貫）   
因みに華中の炭焼き長者型には騎馬招親などの独特なモチーフは次第に姿を消し，この湖南  
湘西の背面騎乗モチーフは例外的な存在である。   
湖南省東部の石門県盤石郷に伝わる「竜王じいさんと竜王ばあさん（虻王公和虻王酌酌）」の  
話。  
（梗概）張旦那は結婚後20数年経ってようやく息子に恵まれたものの易者によれば将来家産を   
潰す運命だといわれ，その易者の見立てに従って膏祥の8字をもって生れた乞食の女児をひ   
とり重責娘として育てた。そして御曹司とその娘が適齢期になると，張旦那は両人の婚礼を   
挙げた。しかしやがて御曹司は妾の出自を知ると離縁状をつきつけた。張旦那はどうするこ   
ともできず，欲しいものは何でもあげるから堪忍してくれと詫びると，彼女は「金も銀もい   
りません。馬を1匹下さい」と言うので，旦那は彼女を厩屋に連れていき，好きな馬を選ば   
せた。彼女が「私を乗せていきたいと思うなら，頭を3度もたげて頂戴」と呼びかけると，   
どの駿馬もそっぽを向く中で，痩せこけた老いぼれ馬が首を3度上下し，女の前に近寄って   
来て腹ばいになった。女は涙を流しながら「どこかよい所に連れてってね」と声をかけて騎   
った。その老いぼれ馬は3日3晩歩き続け，大きな河の河原にある萱葺き小屋の前までくる   
と腹這いになり口から白い沫を吐いて気絶した。女がその首をかかえ自分の辛い運命を泣い   
た。その声を聞いて′j、屋から眼の見えない老脱が出てきて彼女を小屋に連れ込んで世話をし   
た。暗くなって息子が魚捕りから戻って来た。数日経ち，老塩は若い2人に縁組をもちかけ，   
互に憎からず思っていた両者は夫婦になった。（口述者，文墟彬＜漢族＞。採録者，迂沢。  
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長者となった。（口述者，羅国珍。採録者，宋伝勇。『中国民間故事集成 湖南巻』二00二，  






























らは 銀として僅かの鳥金（金銅の合金，貨幣の一種）を与え，馬小屋から牒馬を索いて来て娘を  
旅立たせた。牒馬は飛ぶように街や市場を過ぎ，たくさんの大きな柑；小さな集落を通り貰  



















れた。（口述者，劉長啓。採録整理者，劉宜武。『中国民開放事集成 河南新郷県巻』一九八  















の望みに沿って若い2人は天地を拝んで夫婦の誓いをした。   
勤勉な2人は雄鶏がときの声を聞くとすぐ起きて働き，やがて古い窯を壊して瓦屋根の屋  









（梗概）大昔，衷州府（江西・宜春）に張というお大義がいた。齢をとってから償った春宝   
を甘やかして育てたため，息子は意気地なしであった。張大志は春宝が18の年，秀鳳という気   
立てのよい賢しい娘を捜して来て息子の嫁にした。見込み違わず秀鳳は万事にすぐれた女で，  
－17－   
かねく・■．  そのため張大志は金庫の鍵を彼女に預けておくほどであった。   
やがて，老夫婦は相前後してこの世を去った。ある年の秋，白穀を食べる（新嘗の）日，   
春宝と秀鳳は新穀で互いの福分を占った。ところが秀鳳は大福，これに対し春宝が何度試み   
ても惨々な結果であった。彼は悔しくてたまらず「お前に福があるというならひとりで生き   
ていったらよかろう」と秀鳳を離縁した。嘆く秀鳳は「一夜ノ夫婦モ百日ノ縁と申します。   
促にも奏であったご緑に免じ，せめて馬1頭と金箱1つをいただきたい」とお願いした。そ   
して彼女は厩舎に行き「どこか安住の地を連れてってくれる馬はいないかい机 と呼びかける   
と，大きな黄馬が寄って来たので金箱を携えて騎った。馬は直ちに地を蹴って飛ぶように駆   
けに駆けた。ところがやって来たのは奥山の深い林の中であったので，秀鳳は思わず自分の   
非運を噴きながら馬を曳いてしばらく歩いていくと1軒の小さな荒屋が見えた。そこは戦禍   
を避けて暮らしていた母と若者の隠れ家であった。そこで厄介になった秀鳳は母子とそれぞ   
れの身の上を語り合い，若い2人は結局夫婦の約束を交わした。秀鳳が婚礼の準備をと持参   
の掃から黄金の樽（煉瓦状の塊）をとり出すと，樵夫の息子が限を凝らし「これなら林の申   
にいくらでもある」といい出した。（中略）前夫の春宝は秀鳳を追い出すと忽ち没落。最後は   
秀鳳の慈悲に細ったものの恥じて竜に入り焼身自殺を遂げ，竜神に両巳られた。（口述者，余才   

























村民開放事集第二集』552～554頁）   
山東省にも同じモチーフを持つ同型の民間故事が少なくない。膠束地区西部の「竜王の来歴  
（虻王的来歴）」は『民間文学』一九五七年第十二期に発表され，間もなくわが国にも紹介され  











っておくれ」牛は領き走った。（採録者，呉子信。44、49頁）   
南船北馬の比喩のとおり，江南地方では物資の運搬や人の移動には主に船舶が用いられるせ  
いか，炭焼き長者型故事にもしばしば舟船が登場する（別稿「束アジア各地の炭焼き長者の諸  




（梗概）桑河畔の張家破集落に張大郎という小金持ちがいた。大の怠け者だが，働き者の器   
量よしで評判の郭丁香をものにしようと，彼女の両親にいろいろ画策した。両親は山のよう   
に積んだ碑物につい眼が眩みとうとう娘を張家の嫁にした。ところが3年も経たないのに町   
からやって来た万事派手好きな海業にすっかり気が移り，その女に3年経っても児を産まな  



















点を列挙する。   
青森県木造町  
件（夫）は嫁が気に入らず赤い牛に乗せて追い出した。（F木造町のむかしコ集第2集』）   
同 県八戸市   
男は嫁に牛を一頭やって追い出した。（『南部昔こ集・八戸地方の民話』）   
秋田県由利町   
亭主が（中略）「牛一匹をやるから何処へなりとトットと出て行け」といった。（『羽後の昔  
話』）   
宮城県多賀城市  
嫁に牛一頭くれただけで追い出した。（『みちのくの海山の昔話』）   
千葉県長柄町   
【亭主が】赤飯をたき赤牛に女（嫁）を乗せ強ひて野に放てり（『南総乃便俗』）   
新潟県五泉市   
【旦那は女房を】嫌い，牛一頭を与えて離縁した。（『日本民俗学会報53』）  
同 県長岡市  
－20－   













更に赤牛と称している例が少なくない。念のため既出の資料を含めそのいくつかを略記する。   
新潟県南蒲原郡下田村  
女は二百両と赤牛を夫から貰って婚家を出た。（『南蒲原郡昔話集』）   
千葉県長柄町  
件は嫁が気に入らず赤い牛にのせて追い出した。（『南総乃悼俗』）   
これらの牛馬の行き先は町でも村でもなく必ず人里経れた山中の1軒家であるが，つぎの例  
などはじめからそうときめてかかっている。   
青森県木造町  
お嫁さんを赤い牛に乗せて遠ぐの山の中の一軒家近くまで追い出してしまったど。（木造町   
教育委員会『木造町長寿大学』NG19）  
しゆつか  同じ話型，その中の女人騎乗の出家モチーフ，さらに騎乗する家畜牛の種類の共有－これら  
を見ても日本の炭焼き長者譜が中国のそれらと彷製品の関係にあるという可能性を考えざるを  
得ないが，類似はこれにとどまらない。   
川野明正氏に「日朝中の霊物信仰にみる特定家庭盛衰の伝承・ザシキワラシ・トッケビ・山  
鯉・五通神・小神子・その他」という長い副題のついた「東アジアの運搬霊信仰」という論文  
がある。（北海道大学『輩餐』第12号，二00匹り これは我が国の東北地方の俗信として著聞す  
ぼ′つこ るザシキワラシ（座敷童子）に代表されるような「富の運搬に関わる霊物」をめぐる比較研究  
－21－   
である。同氏は「使役霊的性格がある」これらの「運搬霊（中略）は，富（財物・ないし福，  
書き物全般を含む）を贈与するが，福神的性格のみならず，富や福が【を？】此処から彼処へ  




























がつ と知った押掛け女が，それではこれで買い物をと渡した貴金属を見て，山購が「こんな物なら  
俺の働く山中になんぼでもある」と洩らしたこと（秋田県山本郡琴丘町 琴丘教育委員会『琴  
丘の民話』一九七四，自刊，93貫・兵庫県朝来郡和田山町 立命館大学舌代文学研究会F糸井の  
民話』一九七四など），もう1つは男が新妻に促されて町へ買い物に行く途中，出遭った動物を  
き′Lす 恰好な獲物とばかりに持参の金子を櫛げつけて手ぶらで戻り，「あれはこれこれしかじかの高債  


















甲信越』山九七九，ぎょうせい，194頁）。   
金銀の礫の対象の水鳥を鴨（鹿児島県・下甑，他），鴛驚（香川・丸亀，他）とする話が比較  





登場する昔話がある。   
市へ買い物に出かける道中，炭焼きたちが恰好なさかなの材料とばかり狙い定めたのは水辺  
の禽鳥煩ばかりではない。他の鯉（山梨・三珠町，愛媛・小田町，他）や亀（群馬・松井臥  




雉・山鳥（岩手・江刺）という詰もある。   
搬道義的動物は鳥類とは限らない。たとえば島根県大田市（旧安渡郡鳥井村）に伝わる昔話。  
（梗概）昔，分限者の酒屋の娘が大の酒飲みで，そのため勘当された。娘は大判小判を持っ  






（森脇太一『富山と鳥井の昔話と民話集』一九六四，自刊，9頁 但し『日本昔話通観18 島  
根』一九七八，同朋社，266頁による）   
以下，詰じる女に「あんな物なら背戸にいくらでもある」と応じ，それを契機に炭焼きは金  
山の採掘を稼業として財を成し，酒屋の娘と夫婦になって裕福に暮らしたという。   
松本信贋氏は炭焼きが礫代わりに金銀貨幣や砂金の包みを空しく投榔したことについて，次  
のように述べている。  
【彼が】長者になるきっかけは，一方では水鳥，他方では犬が糸口になるが，こういう動物   
の介在はけっして偶然ではなく，深い理由があったのではなかろうか。（「日本神話研究の進   
み」松本編F日本民族文化の起源1神話・伝説』一九七八，講談社，106頁）  
と述べ，また場所を更えて，   
福分のある人間がその福分のために裕福になる（中略）その福分というのが犬であるとか，   
あるいは馬であるとか水牛であるとか，なにか動物で象徴されている。つまり，その人の守   
り神なんですね。守り神の精霊のおかげで，その男がどんなに貧乏であっても（中略）出世   
して，突如として金持ちになる。（「大陸と日本」『上掲書』290頁）  











の1つに過ぎなかった可能性も考えてみなければならないかもしれない。   
第2はつぎの第3点とも関連することであるが，水鳥や犬は結果的に致富の発端になったと  

















火めがけて榔げつけたゎ（李鼠堆採録『白族民溝川史料ヱミ脱捌 ＝・ノしJl二九，人民〉史′－神Ⅷ拙ふ 岩  
出久子乱、血・ノL八○，寸弥井商瀾，134～143第ー）   
この紘一粧針興味裸いといったのは，入念なことに残りの銀2柑もつぎつぎに投刺しているこ  
とである。その対象はけ1悶の稲を啄む雀の群，そして王鋸黍畑を踏み粘らしながら作物を喰う  
偶である‖   





ぶらで戻ると，悲しむ新弓削こ余徳の惜傭を洋々と鋭かれ云々（『瑞族民間故■捌46㌦50封）   
炭焼き戌者滞に出現する水鳥や吠える犬を神の化身だとか守護宜だとする根撼は必しも閲l羽  
ではないが可能性を否定しない。大の盗性についてはかつて拙著でも論じた。（『花咲飛の源流』  











討の余地無しとしない。   
ところで本稿の冒頭でとりあげた沖縄宜野湾の昔話に一旦たち戻る。亭主に叱られて行きど  
ころがなくて困惑する主婦が，雀に導かれて山の炭焼きの倉へいく話である。柳田はその小さ  

















／一・カ・あ  （梗概）父親の意に媚びない返答をして勘当された末娘が貧しい椎夫の埠になった。やがて   
生まれた息子が10歳の頃，戸外で遊んでいて金銀の詰まったをみつけ，急ぎ家にかえって母親  


















一九三鵬，上海・北新書院，72～77頁）   
沖縄・宜野湾市やその周辺の雀が女を至福へと導く一連の昔話は，束シナ海を挟んだ対岸の  
中国江南の搬連霊としての雀の故事とつながりがあるのではないかと思っている。但し，先を  





































山の炭焼きのもとに導いた雀の本質もおのずから明らかである。   
しかし改めて問うてみたいのは，この説話の女主人公と彼女に随伴し，あるいは先導する搬  
－28－   
迎神（釜）との位相関係である。行き先を失い，暇き悲しむ女を肘一転して幸福の絶頂へ導くの  
が搬運神であり，搬運の霊物であるからには，おのずから主従の関係が明々白々だといえるが，  





の昔話3 久永ナオマツの昔話』，一九七三，日本放送出版協会，78頁）  
もう1例。同郡徳之島諸側の昔話。  
（梗概）「竹→一本」という名前の男と「塩一一斗」という名の女が夫婦になり，やがて7つの倉   
を建てた。しかし，禽むにつれて夫は倣傾になり妾を虐待した。彼女はいたたまれず，三合   
の酒を衝いうけて家を出るとき，七倉の前に脆き「私に授かった箇はどうか私について凍て」   
と拝んだ。女が当てどもなく行くうちに，炭を焼く爺の山小屋に着いた。持参の酒を爺にす   
すめるとl‾炭消し水よりもまずい」と言うので，女もその水を飲み，ともに語らい血一緒に暮   
らすことにした。そのあと，女はその「火消し水」を・里の柑々に商って歩き大いに稼ぎ，7   









（梗概）l山福の神（清財神）」の葛丁杏が張郎に嫁ぐと張家は日増しに繁栄した。だが放勝息   
子の張郎はまともな仕利こつかず日夜遊び呆け，果ては丁香を嫌って縦線した。丁脊は背か   
ら「好イ女ハニ夫こ仕エズ，好イ馬ハ振り返ソテ草ヲ喰ワズ（好女不配二夫，好馬不吃回頭   
草）」といって拒んだが，張郎は強引に秦を追い日＝ノた。丁番は張家に訣れ難く，1里行って   
は張家を振り返えり，また1盟行っては何々を振り返えり，こうして10回も寝台と嫁入り道具，  





（口述者，楊広順。採録者，沈澄・丁暗。『中国民間文学集成 大豊県故事資料本』，一九八七，  
253～256頁）  
1里去るごとに振り返りを繰り返す台詞は演劇的である。安徽省をはじめ江南地方には鹿劇  
が盛行した。「張郎休妻」の出し物の一場面を彷彿させる内容の民間故事である。   
次に河南省唐河県伝流の「竃さんの由来（虻爺的来歴）一唐河伝説之ニー」   
昔，素封家の張夫妻が年越しの菓子を作りながら胡桃を割って核の有無で福分を占い合った。   
凶と出た張は納得せず，妻と言い争った末，夫婦訣れをした。   
妻は足まかせに歩き，日暮れ時，村はずれの草葺き家の入口に老姐が坐っていたので，頼   






版社。原載は北京大学国学門F月刊』第一巻第四期，一九二六）   
以上の2話はいわゆる再婚塑だが，同じことは初婚型にも見られる。その1例として斬江省  
新市伝流の「各人各福」故事を紹介する。  
かた・」 （梗概）ある役人に娘が3人おり，上の2人はすでに嫁いていた。役人は自分の誕生日祝い   
の最中，上機嫌で「誰のおかげで気楽に暮らして来られたか」と訊ねた。上の娘2人は両親   
のおかげと応えたが，強情者の末娘は「人それぞれの運のおかげ」と言った。丁度その時，   
瘡だらけの乞食が表を通りかかった。腹の虫のおさまらない役人は，末娘に「人それぞれの  
／二め   
運を試しにあの乞食について行け」と命じた。彼女は乞食のあとに従い，母親と一緒に暮ら  
′lノノ  Lているぼろ船に着いた。仲略）末娘はもともと「富財の星（財福星）」【の現し人】であっ   
た。彼女はぼろ船の底から鳥金を見つけ，それを元手に陸にあがって米屋を開くと大いに繁   
盛した。実家の方は末娘が出ていくと衰微し，父親も左遷の憂日に遇い，やがて米を1升買   
いをするような貧乏暮らしに堕した。（筆録者，何公超。林蘭編『独脚孫子』一九三二，上胤   
北新書局。東方文化書局複刊本。一九七一，10ト105頁）  

















の物をとりまとめ，張の屋敷を振り返ってこう唱えた。（以上梗概）   













－31－   
で全焼。（中略）以前瓦を焼いた廃棄に老母と暮らす黒牛鬼という若者の女房になった丁香は  
仙術を使ってその廃寮をりっばなお屋敷に変えた。（採録者，戴巧玲。劉錫誠編『虻王爺的伝  





























－32－   
身上がよくなったと。（「毎日新聞」1977年4月12日付。稲田・小沢編『日本昔話通観12 山  





J・－ の発生を豊前の宇佐信仰に需め，八幡の大神の比義なる「最初の巫女」を，金銀の尊さを教え  
諭して炭焼き男を天下の分限者に顕わした炭焼き長者澤の押掛け女房と重ね合わせてみたのは，  
名作『妹の力』の著者にしてなし得た着眼であったというべきであろう。（拙稿「炭焼き長者の  
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片り と呼ばれたもので，現在では総称して  
“梱画”と呼ばれている。この“爛画”の中  
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